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令和６年　元旦

ボランティア活動研修会開催
【詳細は次ページから】



令和５年度ボランティア活動研修会を開催
自分事としてとらえ普段から防災意識を高めていきましょう！

　今年も全国各地で自然災害が発生しました。
　もし、今災害が起きたらどうするか。災害が起きる前に何かできることはあるか。災害時には気が動転し
てどのように行動したらよいか分からずパニックになってしまう方は少なくありません。
　本研修では災害が起きる前に防災対策について学んでいただくとともに、住民参画の福祉活動とボラン
ティア活動の推進、地域住民のボランティアに関する意識や理解を広く普及・啓発することを目的に「災害
ボランティア」をテーマとしたボランティア活動研修会を開催しました。

▶開 催 日 時　令和５年１１月１７日（金）　午前９時～午後１２時３０分
▶開 催 会 場　江差町老人福祉センター
▶参加・協力　５４名　

江差手話の会・NPO 法人まちカフェ江差
江差町民生委員児童委員協議会・水堀町内会・柳崎町内会
かあちゃん食堂たまりば・江差町食生活改善推進協議会・江差町赤十字奉仕団
生活就労サポートセンターひやま・南檜山あゆみ共同作業所・江差高校ボランティア同好会
江差町総務課・檜山振興局環境生活課・江差町社会福祉協議会役員、評議員

▶内　　　容
●消防訓練 江差消防署隊員指導の基、老人福祉センター内で火災発生を想定した避

難訓練を実施しました。
●防災訓練体験（1） 災害発生時の避難所先として今回指定した豊川会館までの移動体験を実

施しました。
●防災訓練体験（2） ①避難行動計画（マイ・タイムライン）作成

　江差町の全世帯に配布されている「防災ハザードマップ」を活用し、
災害の種類によってどのような事前準備が必要か、いつどこに避難す
るのが安全かをご確認いただき、参加者ご自身で「避難行動計画（マイ・
タイムライン）」を作成いただきました。
　◉説明者：江差町総務課主幹　伊藤　公　様

②段ボールベット、段ボールトイレ組立て
　避難所設営訓練として、江差町で備蓄されている避難所生活での「段
ボールベット、段ボールトイレ」の組立てを行い避難所設営を学びま
した。
　◉説明者：江差町総務課防災生活係長　梅村　理史　様

●炊き出し訓練体験 　電気が止まってしまった場合を想定し、調理に必要な電力確保として
電気自動車から電力を供給し「炊き込みご飯」を作り、災害用の炊き出
し釜（プロパンガス使用）では「豚汁」を作る炊き出し訓練を行いました。
　出来上がった食事は参加者全員で試食しました。
　地域住民や防災関連機関が参加したこの訓練は、災害対応能力の向上
や防災意識を高めるものとなりました。
　ご協力をいただいた皆様ありがとうございました。

◉炊き出し訓練メニュー・調理協力団体
▶メニュー：「豚汁」・「炊き込みご飯」
▶協力団体：かあちゃん食堂たまりば・江差町食生活改善推進協議会
　　　　　　江差町赤十字奉仕団・江差高校ボランティア同好会

◉災害用炊き出し釜貸出協力
　日本赤十字社江差町分区
◉電力供給のための電気自動車（EV）貸出協力
　檜山振興局 環境生活課



【避難所生活及び段ボールベッド組立て説明：
江差町総務課防災生活係長　梅村　理史 様】

【避難行動計画の説明：
江差町総務課主幹　伊藤　公 様】

【段ボールベッド完成】

【段ボールベッド組立て中】【避難行動計画の作成の様子】

【段ボールトイレ組立て中】 【段ボールトイレ完成】 【電力供給（EV 車）：檜山振興局協力】

【炊き出し訓練の様子：�かあちゃん食堂たまりば・江差町食生活改善推進協議会・江差町赤十字奉仕団・江差高校ボランティア同好会 協力】

【江差消防隊員による避難訓練の説明】 【避難所の豊川会館までの移動体験】

避 難 訓 練 防災訓練体験（1） 防災訓練体験（2）

炊き出し訓練体験
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【競技の様子：最初はグー】

【老人クラブ会員の皆様】

【( 左 ) 小梅洋子代表　( 右 ) 片石会長】

【準備体操の様子】

【町老連 小笠原求会長挨拶】
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江差町成年後見支援センターからのお知らせ
（江差町受託事業）

「成年後見制度」と聞くと難しい内容と感じる部分もあるかと思います。
全国的にも申立て件数が増加傾向にあり、江差町においても相談件数が増えている状況にあります。
今回は成年後見制度の概要についてお知らせいたします。

　認知症、知的、精神障がいなどによって物事を判断する能力が十分でない方は、「財産管理」や「契
約行為」をすることが難しい場合があります。
　自分一人では正しい判断ができずに不利益な契約を結んだり、悪徳商法の被害に遭う恐れもあります。
　成年後見制度は成年後見人等（後見人・保佐人・補助人）が財産の管理や契約行為、書類の確認など
をお手伝いしたり、定期的に訪問し生活状況を確認しながら、住み慣れた地域で安心して暮らし続ける
ことができるように支援を行う仕組みです。

気になることやお聞きしたいことがあれば、お気楽にご相談ください。

成年後見制度とは

〈お問合せ先〉　江差町社会福祉協議会（新栄町264-2　老人福祉センター内）
電話５２－２４４１ または ５２－０５６０

成
年
後
見
制
度

法定後見制度

任意後見制度

後 見

保 佐

補 助

“判断能力が不十分”

“将来に備えて”

【すでに判断能力が低下していて、
支援が必要】

【判断能力に問題がない、今のうちに将来のことを自分で決めたい】

◉判断能力が欠けている方

◉判断能力が著しく不十分な方

◉判断能力が不十分な方

成年後見人等のできること・できないこと
できる できない

通帳預金、印鑑の管理 公共料金等の支払い 掃除などの家事全般 手術等の医療行為の決定及び同意

身上監護
・�介護、福祉サービスの利用や医療・福祉施

設への入退所の手続きや費用の支払いなど、
日常生活にかかわってくる契約などの支援。

財産管理
・�本人の預貯金の管理、不動産の処分など、

本人の財産に関する契約などについて助言
や支援。

・掃除、洗濯、介護や看護。
・手術等の医療行為への決定及び同意。
・�親族の第三者が支払うべき費用の立替えまた

は支払いといった本人の利益にならない費用
の支払い。

・日常品の購入など日常生活に関する行為。
・�本人に代わって、婚姻、離婚、養子縁組を決

めること。
・身元引受人（身元保証人）。　など



愛　情　銀　行

氏　　　　　　　名 預　託　金　品 預託年月日 備　　　考
美・りーど美容室 リングプル、使用済み切手　　　　　　　 多数 R5. 9.29

中島　サチ子 オムツ　　　　　　　　　　　　　　　 　多数 R5.10.31

かあちゃん食堂たまりば
代表　小梅　洋子 車椅子　　　　　　　　　　　　　　　　 １台 R5.11. 9

水堀町内会 リングプル　　　　　　　　　　　　　　 多数 R5.11.17

匿　名 現　金　　　　　　　　　　　　　　 50,000円 R5.12. 1

西川　トミ 古衣料品　　　　　　　　　　　　　　　 多数 R5.12. 6

江差手話の会 リングプル　　　　　　　　　　　　　　 多数 R5.12. 7

曹洞宗第四教区青年会 現　金　　　　　　　　　　　　　　308,936円 R5.12.11 一部災害義援金指定

徳田　優子 現　金　　　　　　　　　　　　　　 30,000円 R5.12.12

旅庭 群来 古衣料品、バスマット、バスローブ、シーツ　多数 R5.12.14

愛情銀行にお寄せいただいた皆様のご厚志に心から感謝申し上げます。
なお、大変恐縮ではございますが敬称を省略させていただきます。
今後も皆様のご協力につきましてよろしくお願いいたします。

自　令和５年９月16日
至　令和５年12月15日

令和５年度　賛助会費のお願い
　社会福祉協議会 ( 社協 ) は、地域の皆様や行政などとともに地域福祉の推進を図ることを目的とし
た民間の社会福祉法人です。
　その特性を生かし、活動や事業を行うためには、活動資金や事業資金が必要となります。
　この財源確保の一つとして、江差町にお住いの皆様や団体・企業様に本会の活動に賛同いただけれ
ば、賛助会費をお願いしております。本年もどうぞよろしくお願いいたします。

【 賛助会費の額 】 【 納付方法 】
賛助会費は、年度ごとにお願いしております。

個人世帯　年額１口　１，０００円
団体企業　年額１口　３，０００円

　恐縮ではございますが、本会事務所にお越
し願うか、下記事務局まで連絡を頂ければ職
員がお伺いいたします。

＜事務局＞　江差町社会福祉協議会（新栄町 264-2　老人福祉センター内）
　　　　　　電話５２－２４４１

江差町社会福祉協議会では、福祉団体の活動支援として次の各種事務局があります。
ご用の際はご連絡ください。

　　　◇江差町共同募金委員会　　 電話 52-2441 又は 52-0560　　　FAX 52-0560
　　　◇江差町町内会連合会　　　 電話 52-5588 又は 52-0560　　　FAX 52-0560
　　　◇江差町老人クラブ連合会　 電話 52-5588 又は 52-0560　　　FAX 52-0560
　　　◇江差町高齢者事業団　　　 電話 52-5020　　　　　　　　　　FAX 52-0560


